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第３章 人権に関する意識の現状 

 

国においては、基本的人権の尊重を基本原理の一つとする日本国憲法の

下で、人権に関する制度の整備や施策の推進が図られてきましたが、依然

として、様々な人権問題が存在しています。 

平成 30（2018）年に実施した「人権に関する市民意識調査（以下「人権

意識調査」）」（市内在住の満 18 歳以上の方 2,000 人を対象。回収率 45.15％）

によると、「あなたは、今までに、御自分の人権が侵害されたと思ったこと

がありますか、それともそういうことはありませんか」との問いに対して

「ある」と回答した人が 28.7％となっており、前回よりも 1.0％上昇して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

（問３）あなたは、今までに、御自分の人権が侵害されたと思ったことが

ありますか、それともそういうことはありませんか。 

 

資料：平成 30 年９月実施 野田市人権に関する市民意識調査報告書  

72.3%

27.7%

71.3%

28.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ありません

あります

平成30年度

平成25年度

男性：403

女性：427

回答したくない：25

未回答：38
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  次に、「人権が侵害されたと思ったのはどのような場合ですか」との問

いに対しては、「あらぬうわさ、他人からの悪口、かげ口」が 17.6％、次

いで「パワー・ハラスメント」（職場でのいじめ、いやがらせ）が 15.6％、

「名誉・信用のき損、侮辱」は 10.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（問４）人権が侵害されたと思ったのは、どのような場合ですか。（複数

回答）◎今回新たに追加した項目 

 

資料：平成 30 年９月実施 野田市人権に関する市民意識調査報告書 

1.6%

1.5%

3.5%

2.2%

1.3%

6.2%

0.9%

6.4%

12.6%

4.0%

7.3%

8.8%

4.0%

3.8%

12.1%

23.8%

0.7%

1.2%

1.5%

1.5%

3.6%

2.7%

6.0%

0.8%

5.1%

15.6%

6.1%

4.6%

5.6%

8.3%

5.0%

3.8%

10.3%

17.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

答えたくない

なんとなく

その他

◎児童虐待

ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーからの暴力）

セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

プライバシーの侵害

社会福祉施設などでの施設職員からの不当な取扱い

使用者による時間外労働の強制などの不当な待遇

パワー・ハラスメント（職場でのいじめ、いやがらせ）

◎学校でのいじめ

地域社会でのいやがらせ

差別待遇(人種・信条・性別・社会的身分などにより、就職や

結婚などの社会生活の上で不平等又は不利益な取扱をされた)

悪臭・騒音などの公害

暴力、強迫、強要(社会的地位、慣習、脅迫などにより、本来

義務のないことをやらされたり、権利の行使を妨害された)

警察官などの公務員からの不当な取扱い

名誉・信用のき損、侮辱（ぶじょく）

あらぬうわさ、他人からの悪口、かげ口

平成30年度

平成25年度
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さらに、「人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑

を考えない人が増えてきた」という意見について、あなたはどう思います

か。」との問いに対して、「非常にそう思う」、「かなりそう思う」と回答し

た方を合わせると 71.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（問５）「人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑

を考えない人が増えてきた」という意見について、あなたは、どう

思いますか。 

 

資料：平成 30 年９月実施 野田市人権に関する市民意識調査報告書 

9.0%

1.2%

14.4%

47.3%

28.0%

9.9%

0.8%

17.4%

49.1%

22.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

わからない

△全くそうは思わない

△あまりそうは思わない

□かなりそう思う

□非常にそう思う

平成30年度

平成25年度

□：71.9％

△：18.2％
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次に、「関心がある人権問題」の問いについては、「障がいのある人」

（15.2％）、次いで「高齢者」（10.3％）、「子ども」（10.2％）、「女性」（9.9％）

の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（問８）あなたの関心がある人権問題はどれですか。（複数回答） 

    ◎今回新たに追加した項目 

 

資料：平成 30 年９月実施 野田市人権に関する市民意識調査報告書 

6.0%

0.7%

8.6%

2.4%

1.9%

12.8%

6.7%

4.1%

3.0%

3.0%

1.2%

3.5%

12.4%

10.9%

14.3%

8.6%

2.1%

0.2%

5.5%

3.4%

4.3%

3.4%

1.8%

5.7%

9.0%

4.6%

3.4%

3.3%

3.0%

1.3%

3.4%

15.2%

10.3%

10.2%

9.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

特にない

その他

東日本大震災に伴う人権問題

◎人身取引(性的搾取、強制労働などを目的とする)

性同一性障害(生物的な性と性の自己認識

(こころの性)が一致しない者)

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）

◎ホームレス

北朝鮮当局によって拉致された被害者など

インターネットによる人権侵害

犯罪被害者など

刑を終えて出所した人

ＨＩＶ感染者やハンセン病患者・回復者など

外国人

アイヌの人々

部落差別などの同和問題

障がいのある人

高齢者

子ども

女性

平成30年度

平成25年度
性同一性障害（生物的な性と性の自己意識（こころの性）が

一致しない者
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また、「市民一人一人が、人権を尊重し合うために、心掛けたり行動すべ

きことはどのようなことか」の問いに、「人権に対する正しい知識を身につ

けること」が 29.6％、「自分の権利ばかりでなく他人の権利を尊重するこ

と」が 24.0％、「因習や誤った固定観念にとらわれないこと」が 19.3％の

順になっており、人権教育・啓発の取組が必要だと考えている方が大変多

いことが分かりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、人権に関する市民意識の現状を分析した結果、「障がい

のある人」、「高齢者」、「子ども」、「女性」の人権問題について正しい知識を

身に付けるとともに、自分の人権のみならず他人の権利についても相互に尊

重し合う、人権教育・啓発に関する施策の必要性がますます高まっている状

況にあると言えることから、市では、これらの調査結果を踏まえ、「市民一人

一人が尊重され安心して暮らせる地域社会」の実現を目指して、本計画に位

置付けられた施策を積極的に推進します。 

（問 38）あなたは、市民一人一人が、人権を尊重し合うために、心掛けた

り行動すべきことはどのようなことだと思いますか。（複数回答・

３つまで） 

 

 

資料：平成 30 年９月実施 野田市人権に関する市民意識調査報告書 

1.3%

0.7%

0.3%

5.9%

6.0%

10.9%

24.4%

21.7%

28.8%

1.0%

0.5%

0.8%

7.1%

7.3%

10.4%

24.0%

19.3%

29.6%

0.0% 5.0% 10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%

わからない

特にない

その他

職場で、人権を尊重する意識を高めあうこと

家庭内での家族の権利を大切にすること

自分の生活している地域の人々を大切にすること

自分の権利ばかりでなく他人の権利を尊重するこ

と

因習や固定観念にとらわれないこと

人権に対する正しい知識を身につけること

平成30年度

平成25年度

自分の権利ばかりでなく他人の権利を尊重すること



